














要約

 当研究班が、わが国における乳幼児突然死症候群 sudden infant death syndrome;SlDS

の実態調査を行う際に、比較検討が必須と考えられる海外の最近の SIDS に関する疫学調

査を文献的に検討した。その結果、欧米諸国では、睡眠時の体位、特にうつ伏せ寝と横向

き寝か SIDS の発生に何らかの関与をしている可能性が示唆され、乳児を仰向け寝で保育

するという勧告を行うことにより SIDS の発生頻度が減少することが観察された。また、

睡眠時の体位以外では、乳児の生活環境における喫煙も SIDS の重要な因子であることも

示唆された。S1DS の頻度が比較的低いと考えられるわが国でも SIDS の実態調査は必要で

あり、それにより睡眠時の体位や他の危険因子との関連を検討することが不可欠である。


